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議案第４１号  

羽生市子ども医療費支給に関する条例の一部を改正す

る条例  

 羽生市子ども医療費支給に関する条例（昭和４８年条例第１９号）

の一部を次のように改正する｡  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１）  改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するとき

は、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３）  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改  正  後  改  正  前  

（定義）  （定義）  

第２条  この条例において、次の各

号 に掲げ る用語 の意 義は、 それぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ

る。  

第２条  この条例において、次の各

号 に掲げ る用語 の意 義は、 それぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ

る。  

（１）  （略）  （１）  （略）  

（ ２）  保 護 者  親 権 を行 う者、

未 成 年 後 見 人 そ の 他 の 者 で 、 子

ど も を 現 に 監 護 し て い る も の を

いう。  

（ ２）  保 護 者  親 権 を行 う者、

未 成 年 後 見 人 そ の 他 の 者 で 、 子

ど も を 現 に 監 護 し て い る 主 た る

生計維持者をいう。  

（ ３）  受 給 資 格者  保 護 者であ

っ て 、 そ の 子 ど も の 主 た る 生 計

維 持 者 で あ り 、 子 ど も 医 療 費 支

給 事 業 の 受 給 資 格 を 市 長 か ら 認

定されたものをいう。  

 

（４）  （略）  （３）  （略）  

（５）  （略）  （４）  （略）  

（６）  （略）  （５）  （略）  

（対象となる子ども）  （支給対象）  

第３条  次条に規定する子ども医療

費 の支給 の対象 とな る者は 、市内

に 住所を 有し、 国民 健康保 険法に

第３条  次条に規定する子ども医療

費 の支給 の対象 とな る者は 、市内

に 住所を 有し、 国民 健康保 険法に
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よ る被保 険者又 は社 会保険 各法に

よ る被扶 養者で ある 子ども （以下

「 対象と なる子 ども 」とい う。）

とする。  

よ る被保 険者又 は社 会保険 各法に

よ る被扶 養者で ある 子ども （以下

「 対象と なる子 ども 」とい う。）

の保護者とする。  

２  前項の規定にかかわらず、対象

と なる子 どもが 次の 各号の いずれ

か に該当 すると きは 、 対象 としな

い。  

２  前項の規定にかかわらず、対象

と なる子 どもが 次の 各号の いずれ

か に該当 すると きは 、 当該 保護者

は、支給対象となる者から除く。  

（１）・（２）  （略）  （１）・（２）  （略）  

（ ３）  児 童 福 祉法 第７条 第１項

に 規 定 す る 児 童 福 祉 施 設 又 は そ

の 他 の 法 令 に よ る 措 置 に よ り 施

設 等 に 入 所 し 、 当 該 法 令 に よ り

対 象 と な る 子 ど も に 係 る 国 民 健

康 保 険 法 に よ る 世 帯 主 、 社 会 保

険 各 法 に よ る 被 保 険 者 そ の 他 こ

れ に 準 ず る 者 が 負 担 す べ き 額 の

全 額 を 国 又 は 地 方 公 共 団 体 に 負

担される状態となったとき。  

（ ３）  児 童 福 祉法 第７条 第１項

に 規 定 す る 児 童 福 祉 施 設 又 は そ

の 他 の 法 令 に よ る 措 置 に よ り 施

設 等 に 入 所 し 、 当 該 法 令 に よ り

対 象 と な る 子 ど も に 係 る 国 民 健

康 保 険 法 に よ る 世 帯 主 、 社 会 保

険 各 法 に よ る 被 保 険 者 そ の 他 こ

れ に 準 ず る 者 が 負 担 す べ き 額 の

全 額 を 国 又 は 地 方 公 共 団 体 に 負

担される状態となった者  

（４）  （略）  （４）  （略）  

（支給額）  （支給額）  

第４条  市長は、受給資格者に対し

て 、対象 となる 子ど もに係 る一部

負 担金に 相当す る額 （以下 「子ど

も 医療費 」とい う。 ）を支 給する

ものとする。  

第４条  市長は、対象となる子ども

に 係る一 部負担 金 を 支払っ た保護

者 に対し 、当該 一部 負担金 に相当

す る額（ 以下「 子ど も医療 費」と

いう。）を支給するものとする。  

（受給資格の登録等）  （受給資格の登録等）  

第５条  （略）  第５条  （略）  

２  市長は、前項の規定による申請

書 の提出 があっ たと きは、 その内

容 を審査 し、 受 給資 格者 と 認定し

た ときは 、申請 者に 受給資 格証を

交付しなければならない。  

２  市長は、前項の規定による申請

書 の提出 があっ たと きは、 その内

容 を審査 し、 子 ども 医療費 の支給

対 象と認 定した とき は、申 請者に

受 給資格 証を交 付し なけれ ばなら

ない。  

３  前項の規定にかかわらず、対象

と なる子 どもと 生計 を同じ くする

保 護者の うちい ずれ か一の 者が当

該 子ども と同居 して いる場 合（当

該 いずれ か一の 者が 、当該 子ども

と 生計を 同じく する その他 の保護

者 と生計 を同じ くし ない場 合に限

る 。）は 、当該 同居 してい る保護
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者 を主た る生計 維持 者とみ なして

受 給資格 者とし て 認 定する ものと

し 、認定 したと きは 、受給 資格証

を交付しなければならない。  

４  受給資格者は、保険医療機関等

に おいて 医療を 受け ようと する場

合 は、当 該保険 医療 機関等 に被保

険 者証、 組合員 証又 は加入 者証及

び 受給資 格証を 提示 しなけ ればな

らない。  

３  第１項の規定により子ども医療

費 の受給 資格の 登録 を受け た保護

者 （ 以 下 「 受 給 資 格 者 」 と い

う 。）は 、保険 医療 機関等 におい

て 医療を 受けよ うと する場 合は、

保 険医療 機関等 に、 被保険 者証 、

組 合員証 又は加 入者 証及び 受給資

格証を提示しなければならない。  

（支給の方法）  （支給の方法）  

第 ６ 条  第 ４ 条 の 規 定 に よ る 支 給

は 、対象 となる 子ど もの保 護者の

申請に基づき行うものとする。  

第６条  第４条の支給は、対象とな

る 子ども の保護 者の 申請に 基づき

行うものとする。  

２・３  （略）  

 

２・３  （略）  

   附  則  

 （施行期日）  

１ この条例は、令和２年７月１日から施行する。  

 （経過措置）  

２ この条例の施行の際現に改正前の羽生市子ども医療費支給に関す

る条例第５条第１項の登録を受けている者は、改正後の条例第５条

第１項の登録を受けたものとみなす。   

  令和２年６月３日提出  

埼玉県羽生市長 河  田  晃  明    


